
福井　崇郎
ふくつ未来

教
育
環
境
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て

い
く
の
か
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
急
増
す
る
児
童
生
徒

や
校
舎
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
福

間
小
の
増
築
工
事
や
福
間
中
の
増
築
建

替
工
事
を
行
う
。
ま
た
、
各
学
校
の
体

育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
設
計

な
ど
快
適
で
安
全
安
心
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
環
境
整
備
を
行
う
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
学
級
数
増
加
に
対
応

す
る
教
室
備
品
等
の
整
備
、
児
童
生
徒

の
学
習
環
境
の
充
実
に
も
努
め
る
。
令

和
２
年
度
は
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
５
名
増
員
を

予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
「
チ
ー
ム
学
校
」

と
し
て
の
組
織
力
を
強
化
し
、
教
職
員

が
児
童
一
人
一
人
に
向
き
合
う
時
間
を

十
分
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
家

の
配
置
も
拡
充
す
る
。

空
き
家
物
件
の
現
状
と
活
用
は
。

　
平
成
27
年
度
の
空
き
家
実
態
調
査
で

空
き
家
物
件
は
３
７
６
件
で
あ
り
、
新

た
な
状
況
把
握
の
た
め
実
態
調
査
を
令

和
３
年
度
に
計
画
し
て
い
る
。

　
津
屋
崎
空
き
家
活
用
応
援
団
の
取
り

組
み
の
も
と
、
遠
賀
信
用
金
庫
と
市
が

包
括
協
定
を
結
び
、
借
家
人
が
お
金
を

借
り
ら
れ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
が
で

き
た
。
津
屋
崎
地
区
内
に
点
在
す
る
空

き
家
、
空
き
店
舗
を
民
間
主
導
で
宿
泊

施
設
等
に
転
用
し
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
利
活
用
に
つ
な
げ
る
た
め

の
支
援
を
行
う
。

郷
づ
く
り
の
担
い
手
は
高
齢
化
と
固
定

化
が
進
ん
で
い
る
。
自
治
会
は
加
入
率

の
低
下
が
地
区
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
へ
の
施
策
は
。

　
青
少
年
活
躍
推
進
係
を
昨
年
４
月
に

設
置
、
中
学
生
未
来
会
議
を
開
催
し
た
。

「
女
性
げ
ん
き
塾
ふ
く
つ
姉
妹
」
は
講
座

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
郷
づ
く

り
へ
の
企
画
提
案
も
行
い
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
つ
な
が
っ
た
。
男
女
共
同

参
画
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
で
は
、
女
性
の

自
治
会
長
が
み
ん
な
を
巻
き
込
む
楽
し

い
自
治
会
づ
く
り
を
行
っ
た
体
験
談
を

市
内
に
発
信
。
毎
月
開
催
の
さ
さ
え
合

い
協
議
体
は
、
多
様
な
方
の
自
主
的
な

参
加
で
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
情
報

共
有
や
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
市
民
と
一
緒
に

取
り
組
む
人
材
発
掘
や
人
材
育
成
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
進
め
ば
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

ふ
れ
あ
い
広
場
ふ
く
ま
や
あ
ん
ず
の
里

市
、
魚
セ
ン
タ
ー
の
産
直
施
設
の
さ
ら

な
る
充
実
を
。

　
産
直
施
設
充
実
の
具
体
策
と
し
て
、

魚
セ
ン
タ
ー
で
は
魚
の
鮮
度
を
保
つ
た

め
に
水
槽
の
整
備
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い

広
場
ふ
く
ま
で
は
取
扱
商
品
充
実
の
た

め
の
機
械
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

地
域
商
社
福
津
い
い
ざ
い
は
、
直
売
所

間
流
通
、
市
外
へ
の
販
路
拡
大
、
ふ
る

さ
と
納
税
出
品
商
品
の
選
定
や
選
ば
れ

る
た
め
の
助
言
を
し
て
い
く
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
出
品
が
福
津
の
農
水
産
物
の

Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
と
な
る
た
め
、
ブ
ラ

ン
ド
向
上
や
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
、
農
業
者
・
漁
業
者
・
事
業
者
の

所
得
向
上
を
目
指
す
。

質疑答弁

質疑答弁

①持続可能なまちづくりの推進に向けて
②共育：誰もが「未来の創り手」として育つまち
質疑 教育環境をどのように充実させてい

くのか。
③地域自治：人がつながり活躍する共助と共働
のまち

④健康：健康で生き生きと暮らせるまち
⑤安全安心：安全・安心・快適に住み続けられる
まち
質疑 空き家物件の現状と活用は。

⑥環境保全：自然・歴史・景観などの資源が守られ
生かされるまち

⑦地域産業：地域の産業が経済を支えるまち
⑧観光振興：福津の魅力を生かした持続可能な
観光のまち

⑨公共施設等の総合管理計画の推進について

１ . 福井 崇郎【ふくつ未来】・・・ P5

・・・ P5

①市政運営の指針について
質疑 市の経済動向をどう捉え、将来の財 

政力向上をどのように図るのか。一般
会計と他会計を合わせた財政収支の
あり方や改善点は。

②「中期財政見通し」などに基づく行財政運営に
ついて
質疑 中期財政見通しは、公債費の償還が

不確定である。扶助費の拡大や公共
施設の更新、学校建設の方針を熟慮
の上で、再検討すべきでは。

③「SDGｓ」の取り組みについて
④共育について
⑤地域自治について
⑥健康増進事業について
⑦安全安心について
⑧環境保全について
⑨地域産業について
⑩観光振興について
⑪行財政改革の推進について

3 . 横山 良雄【福新会】 ・・・ P6

①安全・安心・快適に住み続けられるまちについて
②観光振興・福津の魅力を生かした持続可能な
観光のまちについて
質疑 観光振興・福津の魅力を生かした持

続可能な観光のまちづくりは。
③誰もが「未来の創り手」として育つまちについて
質疑 小・中学校の環境整備について、市 

長・教育委員会の双方の見解は。
④地域自治の予算編成方針について

4 . 米山 信【新政会】 ・・・ P6
①予算編成について
②誰もが「未来の創り手」として育つまちにつ
いて

③人がつながり活躍する共助と共働のまちにつ
いて
質疑 郷づくりの担い手は高齢化と固定化

が進んでいる。自治会は加入率の低
下が地区の問題となっている。これら
の課題解決への施策は。

④健康で生き生きと暮らせるまちについて
⑤安全・安心・快適に住み続けられるまちについて
⑥自然・歴史・景観などの資源が守られ生かされ
るまちについて
⑦地域の産業が経済を支えるまちについて
質疑 ふれあい広場ふくまやあんずの里市、

魚センターの産直施設のさらなる充
実を。

⑧福津の魅力を生かした持続可能な観光のま
ちについて

2 . 髙山 賢二【清志会】

会派の
代表4人が 総括質疑

福津市古墳キャラクター
ふんちゃん

総括質疑の詳細は、福津市議会
ホームページをご覧ください。
質問者ごとに総括質疑を録画配信
しています。
公開は、各定例会後の４年間です。
（検索方法は１９ページに掲載）

☆総括質疑とは、3月定例会で新年度の予算編成方針や市政運営の所信表明に対して、会派の代表が
　総括して質疑をすることです。

※緑字の項目については各ページで記載

空き家活用応援団のチラシ

質疑答弁

質疑答弁

髙山　賢二
清志会

第１次産業を支える産直施設
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市
の
経
済
動
向
を
ど
う
捉
え
、
将
来
の

財
政
力
向
上
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

一
般
会
計
と
他
会
計
を
合
わ
せ
た
財
政

収
支
の
あ
り
方
や
改
善
点
は
。

　
近
年
の
動
向
か
ら
、
宮
地
嶽
神
社
を

中
心
に
観
光
入
込
み
客
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
市
内
の
消
費
額
も
増

加
が
期
待
さ
れ
る
。
税
収
も
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
等
に
よ
り
、
一
人
当

た
り
の
所
得
金
額
や
法
人
等
の
事
業
所

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
市
内
消
費
等
の
経
済
に
多
大
な
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
が
期

待
さ
れ
る
。
歳
出
は
、
義
務
的
経
費
も

含
め
、
特
に
扶
助
費
の
増
加
に
対
応
す

る
財
源
が
厳
し
い
。
行
財
政
改
革
に
よ

る
歳
出
削
減
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
基
金

運
用
で
の
財
源
確
保
を
模
索
し
、
財
政

運
営
を
行
う
。

中
期
財
政
見
通
し
は
、
公
債
費
の
償
還

が
不
確
定
で
あ
る
。
扶
助
費
の
拡
大
や

公
共
施
設
の
更
新
、
学
校
建
設
の
方
針

を
熟
慮
の
上
で
、
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
中
期
財
政
見
通
し
で
は
令
和
２
〜
６

年
度
ま
で
の
教
育
施
設
の
整
備
、
道
路

や
橋
梁
な
ど
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更
新
に

起
債
の
充
当
を
予
定
し
て
い
る
。
学
校

建
設
の
部
分
に
54
億
円
を
見
積
っ
て
い

る
が
、
更
な
る
追
加
投
資
が
必
要
と
な

れ
ば
、
財
政
見
通
し
の
大
き
な
変
更
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
学
校
建
設
に
関
し
て
追
加
財
源
の
確

保
を
前
提
と
考
え
る
な
ら
、
現
在
の
中

期
財
政
見
通
し
の
中
で
は
難
し
い
。

観
光
振
興
・
福
津
の
魅
力
を
生
か
し
た

持
続
可
能
な
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

　
現
在
、
沿
岸
部
に
お
い
て
市
街
地
の

良
好
な
景
観
や
環
境
の
維
持
を
目
的

に
、
平
成
24
年
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

高
度
地
区
の
指
定
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
世
界
文
化
遺
産
の
緩
衝
地
帯

で
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
に

お
い
て
、
建
物
や
工
作
物
の
高
さ
な
ど

の
形
態
や
色
彩
な
ど
に
つ
い
て
基
準
を

定
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、福
間
海
岸
・

津
屋
崎
千
軒
エ
リ
ア
の
か
な
り
の
部
分

で
高
層
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
は
困
難
と

な
っ
て
い
る
。

　
高
層
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
を
す
る
た

め
に
は
、
現
在
の
規
制
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。
福
間
海
岸
エ
リ
ア
に
つ
い
て

は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
が
、
観
光

振
興
を
推
進
す
る
た
め
、
地
区
計
画
の

指
定
に
向
け
、
福
岡
県
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

市
長
・
教
育
委
員
会
の
双
方
の
見
解
は
。

〈
市
長
〉
教
育
委
員
会
が
提
案
し
た
「
竹

尾
緑
地
に
小
中
一
貫
５-

４
制
の
中
学

校
を
建
設
す
る
案
」
は
、
現
在
凍
結
し

て
い
る
。
今
後
、教
育
委
員
会
を
含
め
、

市
全
体
で
再
協
議
を
行
っ
て
い
こ
う
と

思
う
。

〈
教
育
長
〉
竹
尾
緑
地
に
中
学
校
を
建

設
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

発
展
し
た
形
と
し
て
、
小
中
一
貫
教
育

を
さ
ら
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
小
学
校
６
年
生
か
ら
新
設
校
で
中

学
生
と
共
に
学
び
の
場
を
移
し
て
小
中

一
貫
教
育
を
推
進
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

令和2～6年度の財源不足77億円の捻出先

取り組み・方向性 内容 目標金額
投資的経費への充当､財源不足の
補てん（基金の取り崩し） 37憶円

効率的な運用による
財産収入（年利回り 2％） 8憶円

財政調整基金への
積立原資の確保 10憶円

事務事業の見直し 2憶円

公共施設の統合、廃止、
民営化など 5憶円

ふるさと納税制度を活用した
寄付金の増収（毎年度 3億円） 15憶円

基金の活用

集中改革プランの
推進

ふるさと寄付金の
推進

財政健全化

過大規模校の解消は

総
額
２
３
０
億
６
５
９
万
円

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　
３
１
２
１
万
円
を
追
加
し
、

農
林
水
産
業
経
営
強
化
事
業
費

令
和
元
年
８
月
か
ら
９
月
の
台
風
等

に
よ
り
鉄
骨
ハ
ウ
ス
な
ど
農
業
用
施

設
に
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
強
い

農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援
交

付
金
と
し
て
新
規
に
計
上

 

３
４
５
万
円

農
業
用
施
設
整
備
事
業
費

た
め
池
44
箇
所
分
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
費
用
と
耐
震
診
断
が
必
要

な
た
め
池
の
調
査
費
用
に
つ
い
て
増

額
お
よ
び
新
規
に
計
上

 

３
２
１
４
万
円

福
間
駅
前
線
街
路
事
業
費

事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
、
事
業
費

の
増
に
伴
い
県
へ
の
負
担
金
を
増
額

１
４
５
万
円

福
間
駅
松
原
線
道
路
整
備
事
業
費

事
業
費
の
増
に
伴
い
県
へ
の
負
担
金

を
増
額
　

５
０
０
万
円

教
育
施
設
建
設
準
備
基
金
費

預
金
利
子
、
債
券
の
効
率
的
な
運
用
・

売
却
等
に
よ
る
収
益
お
よ
び
今
後
の
需

要
に
備
え
る
た
め
の
積
立
金
を
増
額

３
億
７
８
０
３
万
円

公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
費

預
金
利
子
、
債
券
の
効
率
的
な
運
用
・

売
却
等
に
よ
る
収
益
を
増
額

４
４
８
２
万
円

ま
ち
づ
く
り
基
金
費

預
金
利
子
、
債
券
の
効
率
的
な
運
用
・

売
却
等
に
よ
る
収
益
を
増
額

２
４
１
６
万
円

人
事
案
件
に
同
意

《
教
育
長
》

柴
田
　
幸
尚
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

《
教
育
委
員
会
委
員
》

今
村
　
尚
敏
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
４
月
７
日
か
ら

　
　
　
令
和
６
年
４
月
６
日
ま
で

《
人
権
擁
護
委
員
》

松
本
　
和
子
　
氏

笠
置
　
千
晶
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で

《
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
》

 

柴
田
　
稔
　
　
氏

早
谷
　
浜
良
　
氏

井
手
　
江
美
　
氏

任
期
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

し
ば
た

ゆ
き
ひ
さ

い
ま
む
ら

な
お
と
し

ま
つ
も
と

か
ず
こ

か
さ
ぎ

ち
あ
き

し
ば
た

み
の
る

は
や
た
に

は
ま
よ
し

い
で

え
み

陳
情

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法

（
仮
称
）の
制
定
を
支
持
し
、
政
府

に
対
し
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
書治

安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

要
求
同
盟
福
岡
県
本
部

　
　
　
　
会
長
　
　
石
村
　
善
治

　
　
　
　
事
務
局
長
　
上
田
　
実

福
津
市
商
工
会
に
対
す
る
市
補
助

金
に
つ
い
て（
お
願
い
）

　
福
津
市
商
工
会

　
　
　
　
会
長
　
　
　
山
脇
　
清

商
工
会
に
対
す
る
市
補
助
金
に
つ

い
て（
お
願
い
）

　
福
岡
県
商
工
会
連
合
会

会
長
　
　
城
戸
　
津
紀
雄

「
届
出
保
育
施
設
」に
対
す
る
市
の
支

援
及
び
助
成
に
関
す
る
陳
情
書

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
賢
治
の
学
校
ふ
く
お
か

　
た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
　
奈
巳

　
保
育
施
設
お
ひ
さ
ま
え
ん

　
　
　
　
　
　
　
的
野
　
貴
志
子

　
す
み
れ
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
　
香
織

　
福
津
う
み
が
め
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
早
苗

横山　良雄
福新会

質疑答弁

質疑答弁

米山　信
新政会

質疑答弁

質疑答弁

①私は
　誰でし

ょう？

？？

復旧済みの農業用ハウス

7

令
和
元
年
度
補
正
予
算
・
人
事
案
件
・
陳
情

6

総

括

質

疑


